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そ
の
他

労
働
集
約
型
の
生
産
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
先
端
技
術
に
よ
り
代
替
で
き
な
い

経
営
陣
や
社
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

導
入
に
係
る
資
金
が
不
足
し
て
い
る

導
入
し
て
も
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
が
い
な
い

導
入
に
よ
り
情
報
の
漏
え
い
が
懸
念
さ
れ
る

導
入
に
あ
た
り
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

自
社
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

先
端
技
術
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
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%
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,2

.3
%

14
社

,3
1.

8%

そ
の
他

人
手
不
足
の
解
消

コ
ス
ト
（
人
件
費
、
保
守
費
用
等
）
の
削
減

業
務
効
率
の
向
上
（
従
業
員
の
負
担
軽
減
）

既
存
製
（
商
）
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の

付
加
価
値
の
付
与
（
品
質
・
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
）

新
製
（
商
）
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

新
事
業
へ
の
進
出
（
多
角
化
）

既
存
事
業
の
規
模
拡
大
（
競
争
力
強
化
）

大
企
業

中
小
企
業

8%

33
%

14
%

45
%

活
用
済

活
用
予
定
又
は

検
討
中

活
用
し
た
く
て
も

で
き
な
い

活
用
予
定
無
し

東
海
地
域
に
お
け
る
先
端
技
術
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
等
）
の
活
用
状
況

～
中
小
企
業
に
お
け
る
活
用
状
況

～

○
先
端
技
術
を
活
用
し
て
い
る
と
回
答
し
た
大
企
業
の
割
合
は
88
%
に
対
し
て
、
中
小
企
業
の
割
合
は
8%
と
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
は
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
活
用
予
定
又
は
検
討
中
」
、
「
活
用
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
中
小
企
業
の
割
合
は
47
%
と
な
っ
て
お
り
、
先
端
技
術
活
用
に

つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。

○
先
端
技
術
の
活
用
目
的
と
し
て
は
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
「
業
務
効
率
の
向
上
(
従
業
員
の
負
担
軽
減
)
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
く
、
大
企
業
と
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
「
人
材
不
足
の
解
消
」
と
回
答
し
た
中
小
企
業
の
割
合
は
、
大
企
業
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

○
先
端
技
術
の
活
用
が
進
ま
な
い
理
由
を
み
る
と
、
「
先
端
技
術
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
」
、
「
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
、
「
導
入
に
あ
た
り
誰

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
多
い
ほ
か
、
「
I
T
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
が
い
な
い
」
と
い
っ
た
人
材
面
の
課
題
や
「
導
入
に
係
る
資
金
が
不
足
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
資
金
・
費
用
面
の
問
題
点
が
多
く
聞
か
れ
る
。

先
端
技
術
の
活
用
状
況
～
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
比
較
～

回
答
社
数
：
43
5社

先
端
技
術
の
活
用
目
的
～
大
企
業
と
中
小
企
業
の
比
較
～

（
出
所
）
愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会
協
力
の
も
と
同
会
会
員
企
業
か
ら
得
た
回
答
に
基
づ
き
当
局
に
て
作
成

【
「
先
端
技
術
を
活
用
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」
理
由
】


シ
ス
テ
ム
を
使
え
る
人
材
の
確
保
や
既
存
従
業
員
へ
の

対
応
が
必
要
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】


建
設
労
務
の
た
め
、
先
端
技
術
の
必
要
性
が
な
い
し
、

先
端
技
術
が
わ
か
ら
な
い
。

【
建
設
業
】


自
社
を
見
て
ど
こ
を
ど
う
す
れ
ば
業
務
効
率
が
上
が
る
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
人
が
い
る
と
先
端
技
術
を
導
入
し
や

す
い
。

【
卸
・
小
売
業
】


先
端
技
術
導
入
後
の
働
き
方
が
想
像
で
き
な
い
の
で
積

極
的
に
検
討
が
出
来
な
い
。

【
卸
・
小
売
業
】


ま
ず
は

AI
に
学
ば
せ
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
収
集
が
必
要
。

【
製
造
業
】

回
答
社
数
：
51
社

中
小
企
業
で
先
端
技
術
の
活
用
が
進
ま
な
い
理
由

活
用
が
進
ま
な
い
中
小
企
業
の
声

【
「
先
端
技
術
を
活
用
し
な
い
」
理
由
】

88
%

6%
4%

2%
＜
大
企
業
＞

＜
中
小
企
業
＞

（
出
所
）
愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会
協
力
の
も
と
同
会
会
員

企
業
か
ら
得
た
回
答
に
基
づ
き
当
局
に
て
作
成

回
答
社
数
：
大
企
業

44
社
、
中
小
企
業

37
社

回
答
社
数
：

60
社
（
複
数
回
答
）

（
出
所
）
愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会
協
力
の
も
と
同
会
会
員

企
業
か
ら
得
た
回
答
に
基
づ
き
当
局
に
て
作
成

回
答
社
数
：

19
6社
（
複
数
回
答
）
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東
海
地
域
に
お
け
る
先
端
技
術
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
等
）
の
活
用
状
況

～
中
小
企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
て

～

○
中
小
企
業
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
主
に
①
導
入
費
用
が
大
き
い
、
②
先
端
技
術
の
こ
と
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
先
端

技
術
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

○
こ
う
し
た
中
、
東
海
地
方
の
製
造
業
で
は
製
造
品
付
加
価
値
額
の
約
半
分
を
中
小
企
業
が
占
め
て
い
る
こ
と
や
、
非
製
造
業
に
比
べ
て
製
造
業
は
①
何
を
や
り
た
い
か
決
ま
っ
て
い
る
、
②
デ
ー
タ

が
取
り
や
す
い
、
と
い
っ
た
A
I
な
ど
の
先
端
技
術
を
導
入
す
る
条
件
を
満
た
し
や
す
い
な
ど
、
中
小
企
業
の
製
造
業
が
先
端
技
術
の
導
入
を
進
め
て
い
く
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

○
中
小
企
業
の
課
題
解
決
に
あ
た
っ
て
、
低
コ
ス
ト
で
導
入
可
能
な
I
o
T
の
仕
組
み
の
導
入
を
支
援
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ほ
か
、
支
援
機
関
に
よ
る
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
な

ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
一
方
で
、
そ
も
そ
も
先
端
技
術
が
何
か
わ
か
ら
な
い
中
小
企
業
に
対
し
て
十
分
な
対
応
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
、
例
え
ば
、
中
小
企
業
に
寄
り
添
っ
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
金
融
機
関
が
企

業
を
や
る
気
に
さ
せ
、
中
小
企
業
の
課
題
を
分
析
し
た
内
容
を
専
門
家
に
伝
え
る
な
ど
の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
中
小
企
業
が
先
端
技
術
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
中
小
企
業
と
金
融
機
関
、
支
援
機
関
等
が
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中 小 企 業

支 援 機 関 ・

官 公 庁

金 融 機 関

中
小
企
業
に
お
け
る

先
端
技
術
活
用
上

の
課
題

課
題
に
対
応
し
た
主
な
支
援
事
例

Ｉ
ｏ

T導
入
支
援

AI
導
入
支
援

IT
・

Io
T導
入
支
援
、
人
材
育
成

iS
m

ar
t T

ec
hn

ol
og

ie
s
株
式
会
社

株
式
会
社
キ
ス
モ

公
益
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

・
低
コ
ス
ト
（
初
期
費
用
約

10
万
円
）
で
導
入
可
能

・
古
い
設
備
に
も
設
置
可
能

・
簡
易
な

AI
精
度
検
証
の
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
、
規
模
に
見

合
っ
た
導
入
の
提
案
が
可
能

・
全
国
各
地
の

Io
T導
入
事
例
集
を
紹
介

・
職
員
に
よ
る
現
場
訪
問
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

・
工
場
の
見
え
る
化
等
を
支
援
す
る
「
ス
マ
ー
ト
も
の
づ

く
り
指
導
者
」
等
を
派
遣

・
Io

T活
用
に
か
か
る
相
談
の
受
付
・
提
案
の
実
施

・
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
を
実
施

・
Io

Tセ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

Io
T導
入
工
場
の
見
学
を
実
施

・
高
精
細

3D
プ
リ
ン
タ
や
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
工
作
機
器
を
設
置
し
、
一
般
に
利
用
開
放

・
AI
の
専
門
家
で
な
く
と
も

AI
開
発
を
可
能
に
す
る
、
全

自
動

AI
開
発
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供

・
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
改
善
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
ラ
イ
ン

診
断
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供

・
e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

・
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
の
実
施

・
Io

T導
入
工
場
の
見
学
受
入
れ

①
導
入
費
用
が
大
き
い

② 先 端 技 術 が わ か ら な い

（
1）
関
心
は
あ
る
が
、

何
が
自
社
の
課
題
で
、

何
を
し
た
い
か
が
わ
か

ら
な
い

（
2）
デ
ー
タ
を
活
用
で
き

る
人
材
が
い
な
い

（
3）
導
入
の
効
果
・
成

功
確
率
が
わ
か
ら
な
い

（
4）
そ
も
そ
も
何
も
わ
か

ら
な
い
。
関
心
が
な
い

中 小 企 業 の 課 題 解 決

活 用 推 進 に

向 け た 課 題

・
AI
・
IT
人
材
の
育
成
（
企
業
内
の
人
材
、
企

業
外
の
コ
ン
サ
ル
・
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
人
材

の
育
成
）

・
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
（
シ
ス
テ
ム

の
企
画
・
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
相
談
窓
口
の
拡
充
）

・
支
援
企
業
に
単
に
専
門
家
を
派
遣
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
分
析
を
し
て
専
門
家
と
の
間
の
橋
渡
し
役
を
す
る

・
支
援
企
業
を
や
る
気
に
さ
せ
る

金 融 機 関 に 期 待

さ れ る 役 割

シ
ン
プ
ル
な
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
り
、
顧
客
の
設
備

に
後
付
け
の
セ
ン
サ
ー
を
１
時
間
程
度
で
取
り
付

け
、
デ
ー
タ
を
自
動
収
集
し
、
稼
働
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

AI
を
活
用
し
た
新
規
事
業

/新
商
品
の
企
画

か
ら
、
社
内
の
業
務
効
率
化
ま
で
一
気
通

貫
で
サ
ポ
ー
ト

Io
T、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

AI
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
導
入
・

活
用
で
き
る
よ
う
促
進
し
、
生
産
性
の
向
上
や

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
実
現
す
る
た
め

の
支
援
を
実
施

連
携
・
支
援

連
携
・
支
援

十 分 な 対 応 が 必 要

連
携

・
国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
中
小
企
業

の
自
己
負
担
額
を
軽
減
（
例
：
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
指

導
者
等
の
派
遣
費
用
の
う
ち

2/
3を
県
と
国
で
補
助
）

・
Io

T投
資
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
動
化
投
資
（
ロ
ボ
ッ
ト
）

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
こ
で
資
金
需
要
も
発

生
す
る
た
め
、

Io
T導

入
段
階
か
ら
企
業
に
関
与
し
て
い
く

・
AI
の
精
度
を
診
断
し
、
成
功
確
率
が
上
が
る
よ
う
な

精
度
向
上
の
サ
ポ
ー
ト

・
開
発
要
件
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

61東海財務局管内




